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記録 された種のうち、リュウキュウノミガイ属の1種 は、未記載の固有種 と考えられる。島の地点ご
との標高に対 して陸貝が示す種多様 性の勾配パターンは、中間の標高で最大になるとい うベル型を示





ついても、多 くの種は他地域の集団や近縁種 と違いを示 していなかったが、コダマキバサナギガイは、
北海道の祖先集団に対 し、劇的なニッチの拡大と形態の多様化を示 した。またエ リマキガイは、低い


































例えば従来、形態からタマ ゴナリエ リマキガイと分類 されてきたタイプは父島で記載された後、絶滅
したと考えられた。 しかし同じ形態をもつタイプが南硫黄島で再発見された後、母島でも発見された
ため、これ らの遺伝的角斬 を行ったところ、その形態的な特徴は異なる系統で平行的に生 じたもので















きに設置 した。各地点は約100m2の範囲 とし、その中に4か 所の1m方 形区を設置 して15分間の定








各調査地点で種 ごとに生活形を記録 された基質上の位置から、地上性と樹上性の違いに区分 した。
そしてこれを同種の地点間で比較するとともに、他地域のもの と比較を行った。
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Eksmkskhakoyinanum,イオ ウジマ ノミガ イ
Lame//deaogasawaranaオガサ ワラノミガイ
Lame//deasp.ト ウ ガ タノミガイ属 の1種
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図2.調 査 に よ り捕 獲 さ れ た 種 、1.イ オ ウ ジ マ ノ ミ ガ イ 、2.オ ガ サ ワ ラ ノ ミ ガ イ 、3.ト ウ ガ タ ノ ミガ
イ 属 の1種 、4.ト ラ イ オ ン ノ ミガ イ 、5.ハ タ イ ノ ミガ イ 、6.リ ュ ウ キ ュ ウ ノ ミガ イ 属 の1種 、7.コ
ダ マ キ バ サ ナ ギ ガ イ 、8.ボ ニ ン ス ナ ガ イ 、9.ナ タ ネ ガ イ 属 の1種 、10.マ キ ス ジ ベ ッ コ ウ 、ll.ハ ハ







以上の地点で陸貝が記録 された。特に200m以上の地点では、個体数も多 く、登山ルー ト沿いのほと





がわかった。前回記録 されたものの、種名が不明であったべッコウマイマイ類2種 の うちの1種 は、
































火 口内のススキ原 と外輪山上の林内のエダウチヘゴやコブガシなど葉上か ら、いずれも高密度でコダ
マキバサナギガイ、オガサワラノミガイ、ハタイノミガイ、ナタネガイの1種 の生息が示 された。こ
一320一
れ らのいずれの地点でも、陸貝の総個体密度は、1平方メー トルあた り20匹を超えていた。林内の落
葉中には、コダマキバサナギガイのほか、ヒメコハクガイが場所によって群生 していた。頂上周辺は
個体数は多いものの、1地 点あた りの種数は必ずしも多くなかった。定量調査では多様性は著 しく高
いわけではないが、緩斜面であるため、広域にわたって詳細な調査が可能であり、場所によっては詳
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図3.標 高 と種 数(A)お よ び 種 多 様 性
















(1)高地性種:コ ダマキバサナギガイ とナタネガイの1種 、ヒメコハクガイを含む。これ らは分布を
島の中腹まで広げてはいるものの、その分布の中心は山頂部にある。









高域で最大になるとい うベル型のパターンを示 した(図3)。これは上記4タ イプの異なる温度 、湿度
への選好性をもつグループが、限定 された標高の範囲に分布する結果であると判断される。
次に近縁種ない し同種の他地域の分布様式か ら生物地理的な区分を行 うと次のようになる。
(1)東北アジアグループ:南硫黄島を特徴づける種であり、小笠原諸島には分布せず、本土か ら東北
アジア地域に分布する北方系の種群である。コダマキバサナギガイ とナタネガイの1種 を含む。






知 られていない種群である。ハタイノミガイ、 リュウキュウノミガイの1種 が該当する。
(5)広域グループ:北方ユーラシアに分布する種だが小笠原群島にも分布する種で、ヒメコハクが該
当する。従来本種 とされるものは同胞種を含む北方系の種群 と考えられ、遺伝子角斬 が未着手のため、
南硫黄島の種が小笠原群島のものと同種であるかは不明であり、北方由来の別種の可能性もある。





















































































コダマキバサナギガイの南硫黄島個体群 とその起源 と考えられる北海道集団(日 高、阿寒、占冠)
の殻形態を比較 したところ、北海道では集団内、集団問とも大きな形態変異と形態差は認められなか













(penis)をもってお らず、雄と雌の生殖器官をともに備 えているのは7個 体(28%)であった。




























まず第一に、登山ルー トが前回と多少異な り、300mより上の地点では、より密生 した比較的湿度の
高い森林内を通過 した点である。林床の落葉層の発達も良く、陸貝の生息にとって良好な地点が、ル




場所 も著 しく乾燥 した状態 となっていた。今回は台風が訪れておらず、林冠が閉じ、林内、落葉層 と













る。 これ らは中標高の地域が最 も陸貝の生息に適 した環境であること、および高標高地と低標高地に
住む種が混 じり合 うことが理由であるとされる(Tattersfieldetal.,2006)。南硫黄島のケースは、それぞ
れの種が島内で分化 した種ではなく、他から移住 してきてそれぞれの標高の範囲に定着 している種で











うひ とつの理由は、母島の場合、標高勾配を創 り出している種の多くが、母島で種分化 した種である
という点である。母島では湿度が高 く、陸貝の生息にとって好適な高標高地で種分化が起こった結果、
正の標高勾配が形成 されたと考えられ る。一方、南硫黄島のように島の形成が新 しく、島内で十分な
種形成に至っていない場所では、移住定着 した種が、その故郷の生息環境と類似 した環境 にかなり限






的な性質に制約 されていることを示 している。このようなニ ッチ保守性(Wiens&Graham,2005)は、
生活形にも認められ る。 ノミガイ類やハハヒメベッコウなど、ほとんどの種は、地上性か樹上性か と
い う生活形を小笠原群島の同種 と変えていない。 トライオンノミガイやオガサワラノミガイは、母島










で、種問の相互作用により利用ニ ッチの変化が生 じている可能性を示唆 している。
北海道では樹木表面の地衣類や樹皮下だけで見られるコダマキバサナギガイが、南硫黄島では樹木の
葉上のみならず落葉下やススキ草原にも進出していることは、ニッチ開放の例と考えられる。北海道






している。 これ ら異なるニッチを占めるタイプの間に、 ミトコン ドリアDNAの レベルで差が検出で
きないことから、これ らはごく短い期間に分化 したと思われる。適応放散の初期の過程を示 している



















優 占し、標高差1000mの斜面で出会い混合 していることである。異なるニ ッチ保守性をもつ種が限定
された分布をもつことが、種多様 性の標高に対する勾配を創 り出 した主な要因である。ニ ッチ保守性
は海洋島の生態系の研究では、種間関係に比べてあま り言及されることは多くないが、海洋島の生物
進化や多様化パターンを理解す るうえで、重要である。 しか し一方で、なぜ同じ島にニ ッチ保守性を
示 さず、柔軟なニッチ拡大やシフトを生じている種がいるのか、その違いをもた らしている理由は明
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    A survey of land Mollusca on Minami-Iwo-To Island was conducted in June 2017. Information on land snail 
fauna was revised and 14 species were recorded. Among these species, Lamellidea sp. seems to be a new species 
endemic to the island. A graph of species diversity in relation to the altitude of the survey sites exhibited ahump-
shaped curve, supporting the hypothesis ofmid-domain effects, with individual species distributed within a limited 
range of altitudes and showing niche conservatism. Species derived from northern Eurasia dominated athigh altitude 
sites, while those from the tropical Pacific were observed at low altitude sites. Although many of the observed species 
showed niche conservatism in terms of habitat use, Vertigo kodamai showed expanded habitat use on the island, and 
V. dedecola showed habitat shifts at low altitudes. These patterns may reflect the initial stages of adaptive divergence 
of these species. Polymorphisms in genital morphology, including aphallism and euphallism, were found in V. 
kodamai populations, uggesting that reproductive traits potentially contribute to the success of long distance 
dispersal nd extension of habitat use. Characteristics of snail populations (e.g., density) observed in the present 
survey were largely different from those seen in previous urveys, implying temporal changes in the structure and 
composition ofthe island snail community on the island.
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